
～ 学生による入院児への支援 ～

中間報告

（2023.05～2023.09）



活動理念

➀

➂

②

教育と医療の橋渡しになる。信州大学教育学部内の団体として、長野県内の病院と信頼
関係を築き、医療と教育間の連携強化に貢献する。

教育学部生が入院や慢性疾患を抱える子どもの存在を知り、将来の臨床の
場において有効的な教育ができるように学びを得る。さらに、教育学と臨床心理学を学
ぶ学生が共に支援に取り組むことで、学生の段階から多職種連携を意識する。

入院治療中の子どもたちのQOL（Quality Of Life）向上への寄与。長期入院中の小
学生～高校生に対し、医療スタッフや家族以外の第三者の関わりをつくり、子どもが
子どもでいられる関係・時間を作る。



活動概要
※主要な活動のみ抜粋



学習支援（オンライン）

★初顔合わせでのCさんのひと言

「入院していなかったら

○○大学とかに行きたかった…」

高校2年生 Cさん

国語と英語の2科目

それぞれ週1回の1時間（20：00～21：00）で実施

＜実施内容＞

初回
・方針/目標決め
・学力を見るための基礎的なテスト
・宿題の確認

2回目以降
・宿題の答え合わせと解説
・疑問点の解消
・問題演習
・過去問調べ

課題点

・容体の急変による予定変更への対応

・退院間近における対応方法

Google meetを利用
Cさんはタブレットを使用



★小児科看護師長さんより

「院内学級のない患児にはボランティアの

介入は大切なんだと感じています。」

対象：小学生～高校生（高校浪人生も含む）

全科目をメンバーごと分担しながら作成

子どもかたちからの返送に対して、添削やメッセージを添えて返すことで相互的なやり取りに

学習支援（プリント）

課題点

・院内学級に通うお子さんにとっては負担

・大学生側が介入できず、病院側に任せる形になる



教科書や単元に基づき
つつも面白く、楽しく
取り組めるような
工夫した教材づくり



クイズや雑学も含めて
取り組みやすさを
考慮したつくりに



学習支援の体制



全体ミーティング

・活動にあたっての理念や目標の共有と確認

・プリントづくりに関してのアイデア出し

・活動のための支援や指導方法の相談

実際に個別の支援を担当しているメンバーが
集まって情報共有や支援における困りごとの

相談を行った
⇓

支援の質の向上と様々な専門性をもった学生が
互いに協力し合える体制をとれた



ICT活用に向けて

単にZoomのようなオンラインミーティングによる接続ではなく、視点の
遠隔操作や持ち運びが可能で、より臨場感のあるつながりがオンラインで
実現するための支援ロボット

入院児の支援において、病院と学校の授業をつなぐことでリアル感が高まる
として用いられることも多い

より多くのメンバーがKubiを用いたTelepotalkを
スムーズに使えるようになるために、実際に操作したり
活用して何ができるかのアイデア出しを行った

今後もKubiやメタバースについての練習会は実施予定



活動成果

オンライン学習支援により、定期的に関わりをつくることができることが分かった
⇔ 「学習」という枠組みで限定的な活動しかできていない

メンバーは実際に入院児/病弱児と関わる機会が持てて、そのためのMTG等が行えた
⇔ 対外的により多くの学部生や教育関係者に入院児の実情を伝えるべき

信州大学附属病院の小児科に協力していただき、支援の必要性も実感してもらえた
⇔ 支援に入るハードルはまだ高く、広報も不十分であるため強化していく



気づき

入院児への支援は絶対的に必要な教育/支援である

→ ニーズは確かに存在していて、現場の必要性も高い

そのための支援を実現させるためのノウハウや前例が不足

  → 支援のための道をゼロから構築することは難しい

1例ずつ確実に実績を重ね、社会に広めていくことが重要



今後に向けて（全体像）

長野/松本の病院に向けたチラシ配布と広報

ICTを活用した交流方法の計画と準備

メンバーの拡大

団体としての安定化

外部への紹介

実際の支援（交流・学習）を実施

・個別の学習支援

・大学の講義の見学

・オンラインゲーム

・ICTによる交流会



→ 中学生・高校生などで大学進学の希望のある場合、大学の雰囲気を感じることで

学習意欲の促進や治療意欲の向上をねらう

今後に向けて（交流支援）

→ 入院中は外に出ることは限定的であり、長期入院になるほど同世代との体験格差は

大きくなってしまうため機会を創出する 案）直近では銀嶺祭への参加

→ 入院中は関わる人が限定的で大人数で遊ぶ経験はできない

大学生と一緒に遊んだり、おしゃべりする機会によって「楽しむ時間」をつくる



支援の空白期間

院内学級のない病院

退院して、自宅療養や慣らし登校中の期間は支援の手が届かない
一方で、授業への出席や学習は不安定

空白 完全に復学入院

↑
退院～復学までをどう繋げるか？

小児科の規模が小さい場合、院内学級の設置はない
こどもたちの人数の限られるため、支援も手薄になる可能性

院内の入院児が１、２人の状況にある
子どもたちへの支援

今後に向けて（学習支援）
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